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同

命

意

昭
和
日
年
度
決
算
な
ど

n議
案
を
認
定
・
可
決
・
承
認
・
同
意

事l’十ートートート，i’十十十十

平
成
元
年
第

5
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

Q
V
月

刊
白
か
ら

m
Bま
で
の
竹
田
間
関
か
れ
、
昭
和
白
年

度
決
算
な
ど
幻
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
と
お
り
認
定
・
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
芝
、
お
日
に
行
わ
れ
た
代
表
・
一
般
質
問
で
は
、

8
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
巳
わ
だ
り
、
初
件
の
質

問
、か
あ
り
ま
し
だ
。

日

程

と

概

要

平
成
元
年
第
5
回
朝
日
町
議
会

定
例
会
は
、
会
期
を
9
月
四
日
か

ら
9
月
却
日
ま
で
の
日
日
間
と
し

て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
の
四
日
は
、
議
事
に
先

立
ち
、
8
月
幻
自
に
逝
去
さ
れ
た

故
寺
崎
和
雄
議
員
の
ご
冥
福
を
祈

っ
て
追
悼
演
説
が
行
わ
札
ま
し
た
。

そ
の
後
、
提
案
さ
れ
た
日
議
案
に

対
す
る
提
案
理
由
説
明
や
昭
和
日

年
度
決
算
案
件
に
対
す
る
監
査
委

員
か
ら
の
決
算
審
査
報
告
が
行
わ

と
も
あ
り
、
交
通
安
全
上
非
常
に

危
険
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
学

校
に
お
け
る
交
通
安
全
の
指
導
徹

底
に
一
層
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

特
に
、
下
校
の
時
間
帯
に
も
配
慮

さ
れ
た
い
。

4

国
際
交
流
は
、
国
際
感
覚
を
養

い
、
明
日
の
朝
日
町
を
拓
く
人
材

育
成
の
上
か
ら
大
い
に
進
展
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
観
点
に
立

っ
て
、
海
外
体
験
研
修
に
必
要
な

資
金
に
つ
い
て
は
、
低
利
な
融
資

制
度
の
創
設
な
ど
の
研
究
に
一
層

努
め
ら
れ
た
い
。

5

窓
口
業
務
辿
絡
に
つ
い
て
は

横
割
り
方
式
の
徹
底
強
化
に
怠
を

用
い
ら
れ
、
特
に
、
他
機
関
へ
の

陳
情
等
に
闘
し
、
窓

υ
一
本
化
の

強
化
が
必
要
で
あ
る
。

一
一胞
の
事

務
改
普
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

B

諸
証
明
手
数
料
徴
収
等
の
う

ち
、
特
に
零
細
所
持
者
、
低
所
得

者
層
に
お
け
る
軽
減
措
置
等
考
慮

す
べ
き
点
に
つ
い
て
十
分
研
究
の

上
配
慮
さ
れ
た
い
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定

・

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
行

れ
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
上
位
案
件
に
対
す

る
質
疑
、
お
日
は
、

8
人
の
議
員

か
ら
町
政
全
般
に
わ
た
る
代
表

・

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

上
桜
案
件
な
ら
び
に
請
願
3
件
が

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
へ

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

お
日
と
幻
日
に
は
、
議
会
か
ら

付
託
さ
れ
た
上
起
案
件
な
ら
び
に

請
願

・
陳
情
が
各
常
任
委
員
会
で

慎
重
に
審
↓
合
さ
れ
、
最
終
日
の
初

日
に
は
、
委
員
長
報
告

・
討
論
を

経
て
、
保
決
の
結
果
、

上
程
さ
れ

企現在進められている泊病院の

病棟等改造工事

Q
i
l
o
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す
る
中
で
、
家
庭
奉
仕
員
制
度
な

ど
抗
毛
福
祉
制
度
の
周
知
に
努
め

ら
れ
た
い
。

2

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
有
機

兆
の
増
床
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
関
係
機
関
へ
枯
極
的
に
働
き
か

け
ら
れ
た
い
。

3

高
額
療
養
賀
の
貸
付
制
度
に

つ
い
て
は
、
医
療
費
が
ま
す
ま
す

高
繍
と
な
る
現
状
に
鑑
み
、
制
度

資
金
の
運
用
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

た
い
。

4

町
村
の
霊
枢
車
に
つ
い
て
、

耐
用
年
数
や
過
去
数
年
来
の
そ
の

利
用
率
の
推
移
を
勘
案
し
、
今
後

効
率
的
な
環
境
衛
生
事
業
を
推
進

さ
れ
た
い
。

5

昭
和
臼
年
度
泊
病
院
事
業
決

算
に
お
い
て
は
、
経
営
健
全
化
計

画
に
基
づ
く
目
標
値
の
達
成
な
ど

当
局
の
努
力
を
高
く
評
価
す
る
。

6

泊
病
院
事
業
決
算
の
桜
拠
資

料
の
提
出
を
前
向
き
に
検
討
さ
れ -Iベ －＋＋－Iート＋十十十

た
日
議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の

と
お
り
認
定

・
可
決

・
ゑ
認
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
「
制
日
間
教
育
委
民

会
の
委
員
を
任
命
す
る
た
め
同
意

を
求
め
る
件
」
な
ど
2
議
案
が
上

程

・
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
と
お
り
可
決

・
同
志
さ
れ
ま
し

た
。
次
い
で
、
議
員
提
出
議
案
が

追
加
上
ね
き
れ
、
悦
重
審
議
の
後
、

原
案
の
と
お
り
．
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
前
側
4
件
、
陳
情
l
件

め
寄
木
材
一結
果
は
、
採
択
1
件
、
継

続
審
査
3
件
、
不
採
択
l
件
と
な

り
ま
し
た
。

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
，
認
定

・

可
決

・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
科
で
次

の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

－

工
事
請
負
契
約
に
あ
た

っ
て

は
、
工
事
内
容
等
を
十
分
に
検
討

の
う
え
適
期
に
応
じ
た
発
注
を
行

、－、．
。

J
人

av

フ

引
き
続
き
努
力
さ
れ
て
お
り

ま
す
泊
病
院
の
医
師
の
定
着
化
、

と
り
わ
け
産
婦
人
科
常
勤
医
師
の

確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

巴

施
設
設
備
の
近
代
化
を
図
る

た
め
の
泊
病
院
病
棟
等
改
造
工
事

に
あ
た
っ
て
は
、
入
院
患
者
等
へ

の
最
大
限
の
配
癒
を
も
っ
て
施
工

さ
れ
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定

・

可
決

・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
科
で
次

の
要
望
意
見
が
ゐ
り
ま
し
た
。

－

猪
豚
の
生
産
卒
業
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
現
状
を

踏
ま
え
、
保
算
性
や
補
助
効
果
等

を
精
査
す
る
な
ど
、
今

一
度
見
直

し
を
行
い
、
今
後
の
緒
豚
生
産
事

う
と
と
も
に
、
特
に
工
期
の
遵
守

に
努
め
る
よ
う
厳
重
に
業
者
の
指

導
徹
底
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

E

公
民
館
活
動
の
各
根
講
座
等

の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
テ
ー
マ

の
取
捨
選
択
に
検
討
を
加
え
、
事

業
が
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
な
る

よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

3

交
通
安
全
い
か
強
く
叫
ば
れ
て

い
る
折
か
ら
、
中
学
生
の
自
転
車

通
学
は
、
下
校
時
が
暗
く
な
る
こ

業
の
育
成
指
導
の
在
り
方
並
び
に

同
事
業
補
助
金
の
継
続
等
に
つ
い

て
十
分
検
討
さ
れ
た
い
。

己

今
日
の
農
業
及
び
水
産
業
の

厳
し
い
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
組

合
員
及
び
関
係
加
入
者
の
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
規
模
並
び
に

事
業
の
現
況
等
か
ら
も
、
町
内
の

漁
業
協
同
組
合
及
び
土
地
改
良
区

の
合
併
、
統
合
に
つ
い
て
行
政
指

導
を
行
う
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
C

3

商
店
街
の
活
性
化
を
凶
る
た

め
の
住
民
参
加
引
の
イ
ベ
ン
ト
の

取
り
組
み
な
ど
、
自
主
的
な
努
力

の
非
は
柏
極
的
に
伸
ば
さ
れ
た
い
。

4

昭
和
白
年
度
か
ら
緑
化
推
進

事
業
の

一
城
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
設
計
事
業

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
反
省
を

も
と
に
、
花
の
選
定
、
管
理
の
わ仕

り
方
な
ど
十
分
検
討
の
う
え
、
対

策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

9
月
議
会
で
は
、

8
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
た
り
、
初
件
の
代
表
・
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
だ
。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

小
学
校
ぬ
統
廃
合

質
問

具
体
案
の
提
示
を

朝
日
町
小
学
校
教
育
環
境
整
備

． 
議
Z三
;. ；~T~ だ
公よ
り

＠ 

四 回

議
案
・
請
願
等

の
採
決
結
果

認
定
さ
れ
た
も
の

昭
和
臼
年
度
決
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
歳
入
蔵
出
決

算O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
保
健
文
化
賞
基
金
特
別

会
計
歳
入
蹴
出
決
算

O
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
決
算
報

告
書可

決
さ
れ
た
も
の

平
成
元
年
度
補
正
予
算

。
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（第
4
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号）

O
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
l

民す）
そ
の
他．
平
成
元
年
刊
月
号
＠



審
議
会
の
答
申
が
行
わ
れ
た
が
未

だ
に
具
体
案
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

統
廃
合
実
施
と
答
申
尊
重
の
意
志

な
ど
、
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
い
。
議
会
と
協
議
す
る
た
め

に
も
具
体
案
を
示
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

答

弁

慎
重
に
検
討
中

審
議
会
の
答
申
を
尊
重
し
て
、

町
の
最
重
点
課
題
と
し
て
鋭
意
取

り
組
ん
で
お
り
、
現
在
統
合
の
た

め
の
適
正
規
模
、
跡
地
利
用
問
題

等
、
諸
課
題
の
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て

鋭
芯
調
査
検
討
を
加
え
た
報
告
で

は
、
学
校
区
を
分
割
し
た
案
と
し

な
い
案
を
示
し
て
お
り
ま
し
て
、

教
育
的
財
政
的
効
果
等
の
検
討
を

進
め
、
議
会
と
十
分
協
議
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

観
一抱
一一総
……策

－E
3
朝
日
町
ん阜
、し
い

a
F
R
積
極
策
を

理
想
的
観
光
地
。
あ
さ
ひ
。
を
実

現
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
冒
険

を
承
知
の
う
え
で
、
行
政
の
財
政

投
資
や
民
間
活
力
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
が
、
現
実
の
離
し
さ
を
踏

ま
え
て
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

方
々
に
は
親
戚
、
民
生
委
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
助
力
を
お

願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
市
計
画
漕
路

h：司自iii' 伺 二a日目ムーかv叫 ι抽出品齢制

...着工ガ待たれる停車場東E草野線

停
車
場
東
草
野
線

の
見
通
し
は

同
道
停
車
場
東
草
野
線
の
っ
ち
、

泊
駅
前
か
ら
泊
環
状
線
ま
で
は
平

成

6
年
ま
で
の
事
業
認
可
を
受
け

て
お
り
、
ま
た
泊
環
状
線
か
ら
県

道
入
善
朝
日
線
ま
で
は
寺
川
改
修

の
関
係
が
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す

が
、

一
日
も
早
い
完
成
を
願
う
立

場
か
ら
、
そ
の
見
通
し
を
伺
い
ま

す
。

質
問

忽~

弁

鋭
意
努
力
中

泊
駅
か
ら
泊
環
状
線
ま
で
の
区

ま
た
、
案
内
板
や
公
共
建
物
等

に
も
朝
日
町
ら
し
さ
を
出
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

効
率
的
な
整

備

に
努
力

多
様
化
す
る
観
光
客
の
ニ

ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、今
後
と
も
通
年
・

滞
在
型
観
光
を
基
本
に
、
魅
力
あ

る
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
確
立
、
効

果
的
な
観
光
宣
伝
等
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
朝
日
町
ら
し
さ
を
基
本

に
、
町
民
生
活
と
調
和
し
た
景
観

づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
回
、

県
、
近
隣
市
町
と
も
連
燃
を
図
り
、

幣
備
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

忽E

弁

...白と緑を基調にし定棚山ファミ

リーランド ・棚山荘の案内怒

コ
伝説j
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き策

質
問日

本
農
業
の
基
本
的
作
物
で
あ

間
川
四
メ
ー
ト
ル
は
、
現
在
物
件
移

転
補
償
等
に
着
手
し
て
お
り
、
今

後
事
業
認
可
期
間
内
に
工
事
が
完

了
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。
残
る
県

道
入
善
朝
日
線
ま
で
の
区
間

4
9

0
メ
ー
ト
ル
は
、
寺
川
の
河
川
改

修
計
幽
と
の
調
路
等
を
図
り
な
が

ら
、
他
の
都
市
計
画
路
線
と
の
兼

合

い
、
町
の
財
政
事
情
な
ど
総
合

的
な
判
断
に
基
づ
き
、
順
次
整
備

し
て
い
き
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

固
♂
出
閉
店引
税

1
3
町
繰
出
金
の

E
R
増
額
を

の
W

年
度
国
保
会
計
に
お
け
る
町

の
繰
出
金
は
、
保
険
基
盤
安
定
負

担
金
を
除
く
と
1
0
0
0
万
円
に

す
ぎ
ず
、
税
の
滞
納
分
、
人
件
費

分
や
老
人
保
健
拠
出
金
の
半
分
は

町
で
負
担
し
て
国
保
税
を
下
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
高
額

療
護
費
貸
付
金
制
度
を
受
領
委
任

払
い
制
度
に
切
り
替
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
見
解
歩
、

答

弁

負
担
の
軽
減
に
努
力

国
保
税
は
、
加
入
者
が
高
齢
化

し
低
所
得
者
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い

る
こ
と
や
医
療
費
も
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
応
分
の
負
担
を

し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今

る
コ

メ
を
守
る
た
め
、
町
長
は
輸

入
自
由
化
に
反
対
し
、
朝
日
の
コ

メ
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
農
業
コ
ス
ト
の
低
減
を

め
ざ
す
大
家
庄
農
事
生
産
組
合

の
評
価
と
、
今
後
の
計
画
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

合
理
も
・
効
率
化

答

弁

に
努
力

コ
メ
の
輸
入
自
由
化
は
重
大
な

問
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
関
係
団

体
と
協
調
し
て
取
リ
組
む
と
と
も

に
「
う
ま
い
朝
日
米
」
め
生
産
拡

大
を
基
調
に
、
生
産
の
合
理
化
、

効
率
化
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
家
庄
農
事
生
産
組
合

は
運
営
と
山
矢
内
相
に
お
い
て
か
な
り

の
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
今
後
と

も
各
地
域
の
実
情
に
即
し
た
方
法

で
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

寄生

色紙：
対 ~ ；撞イ、·u­
策ヨE
を ’薗

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
自
転
車

置
場
増
設
及
び
墓
地
公
園
に
つ
い

て
、
今
後
の
見
通
し
は
。

ま
た
現
在
、
ゴ
ミ
収
集
の
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
耐
久
消
費
財
等

に
つ
い
て
は
、
そ
の
処
分
に
困
つ

年
度
は

一
般
会
計
か
ら

4
0
0
0

万
問
の
繰
入
れ
を
行
っ
て
負
担
の

軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

患
者
本
人
が
一
部
負
担
金
を
支
払

っ
た
後
高
額
療
養
費
を
支
給
す
る

と
い
う
法
の
趣
旨
や
、
治
療
費
を

忠
者
が
把
据
し
て
お
く
と
い
う
観

点
か
ら
、
委
任
払
い
制
度
の
導
入

は
適
当
で
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
教
説本一
シ

！
！
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の

雲
再

建
設
は

今
目
の
子
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
用
地
費
に
つ
い

て
は
、
テ
ニ
ス
人
口
は
ま
だ
少
数

で
あ
り
、
ほ
か
の
生
活
域
境
控
備

に
も
配
慮
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
施
設
は
い
つ
で
き
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
利
用
料
等
は
ど

う
設
定
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

弁

来
年
度
に
財
源
措
置

昨
年
度
の

「
町
民
め
健
康

・
ス

ポ
ー
ツ
に
関
す
る
意
識
調
査
」
に

お
け
る
施
設
監
備
拡
充
で
は
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
建
設
の
要
望
が
一
番

多
く
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
総
合
的

な
盤
備
計
画
の
視
野
に
立
っ
て
、

工
業
再
配
置
促
進
費
補
助
金
交
付

の
適
用
期
限
で
あ
る
平
成
2
年
度

に
財
涼
措
置
を
講
じ
て
、
そ
の
建

辺司
主 J以菖・~

企回収されないこととされている耐久消費財
等の粗大ゴミ

て
い
る
人
も
い
る
こ
と
か
ら
、
妙

案
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

己
、
年
度

に
。

答

弁

川
氏
の
協
力
を

町
営
装
地
は
、
希
望
者
の
多
数

が
低
雌
な
必
地
を
盟
ん
で
お
ら
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
園
で
は
な

く
約

1
5
0
区
画
の
墓
地
を
東
草

野
及
び
高
白
地
内
で
来
年
度
に
造

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
単
置
場
の
増
設
は

必
要
で
あ
り
、
自
動
車
利
用
者
の

駐
車
ス
ペ

ー
ス
も
勘
案
し
て
、
来

年
度
に
は
何
か
形
を
出
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
回
収
し
な
い
と
し
て

い
る
耐
久
消
費
財
等
は
直
接
処
理

場
へ
運
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
そ
の
周
知
に
努
め
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
等
持
っ
て
い
け
な
い

訟
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た、

料
金
や
施
設
管
理
は
近
隣

市
町
の
状
況
を
勘
案
し
て
検
討
し

ま品
、す
。ふ

る
さ
と
創
生

E
3
ふ

る

さ

と

創
生

に

E
R
対

す

る

所
見
を

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
に
つ
い
て

は
、
町
民
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
募

集
も
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は

印
億
円
に
近
い
町
予
算
の
中
の
l

億
同
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
が
ふ
る

さ
と
創
生
で
あ
る
と
の
認
識
が
必

要
だ
と
患
い
ま
す
。
当
局
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。

ロ
月
に
具

体

案

を
提
示

こ
の
1
億
円
を
活
用
し
て
、
独

創
的
で
個
性
的
な
地
域
づ
く
り
を

行
い
、
町
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と

の
趣
旨
で
町
民
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
判
事
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お

件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ

を
受
け
て
、
職
員
に
よ
る
地
域
づ

く
り
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
職

員
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
含
め
て
一
つ

一
つ
検
討
を
加
え
て
い
る
と
ζ

ろ

で
す
。
事
業
の
具
体
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
ら
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
ロ
月
議
会
ま
で
に
提
案
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

~ 

弁

－
議
会
だ
よ
り

。

O
朝
日
町
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
新
築
工
事
建
築
主
体
工
事
請

負
契
約
締
結
に
関
す
る
件

議
員
提
出
議
案

。
朝
日
町
議
会
会
議
規
則

一
部
改

正
の
件

承
認
さ
れ
た
も
の

平
成
元
年
度
補
正
予
算

。
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号）
O
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

3
ロす）

条

例
。
朝
日
町
各
種
委
員
会
委
員
等
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
件

同
意
さ
れ
た
も
の

O
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
を

任
命
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る
件

採
択
に
な
っ
た
も
の

O
公
共
建
物
へ
の
屋
根
瓦
の
採
用

促
進
に
つ
い
て

継
続
に
な
っ
た
も
の

O
「
消
費
税
法
」
の
即
時
廃
止
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に

つ
い
て

O
大
屋
護
岸
堤
へ
の
小
型
船
け
い

留
認
可
に
つ
い
て

O
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

不
採
択
に
な

っ
た
も
の

O
消
費
税
廃
止
及
び
消
費
税
実
施

に
と
も
な
う
公
共
料
金
等
引
き
上

げ
反
対
に
つ
い
て

教
育
委
員
に

川
上
照
雄
氏

平
成
元
年
第

5
回
朝
日
間
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に

伴
う
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員

を
任
命
す
る
た
め
同
意
を
求
め
る

件
が
上
程
さ
れ
、
新
た
に
教
育
委

員
と
し
て
川
上
照
雄
氏
が
間
意
さ

れ
ま
し
た
。

－
平
成
元
年
竹
｛月号

＠



組制

ゐ

十
七
文
字
の
世
界
に
魅
せ
ら
れ
て

好制
市
－山政
指
M
M

制
松
倉
利
喜
さん

「
苗
車
ど
の
患
に
も
越
さ
れ
ゆ
く
」

m
M
m時
の
の
ど
か
な
団
関
風
訟
の
中
に
ち
、

農
家
の
人
々
の
懸
命
に
働
い
て
い
る
的
景
を
十

七
文
字
に
説
集
し
て
、
一
品
い
上
げ
た
松
合
さ
ん
の

こ
の
句
が
、
正
岡
子
悦
ゆ
か
り
の
松
山
市
で
開

か
れ
た
第
二
十
回
チ
規
顕
彰
全
国
俳
句
大
会
で
、

み
ご
と
特
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ポ税務裁が念ゐ
荒
尾
孝
子
さ
ん

（
辺
歳
・
中
町
）

松
合
さ
ん
は
開
業
医
。
学
生
時
代
に
俳
句
を

始
め
、高
浜
塩
子
の
高
弟
で
あ
る
中
国
み
づ
ほ
、

ゆ－

－

令

高
野
素
十
氏
に
師
いや
。
帆

H
町
に
一民
り
開
業
し

た
後
も
、
ず
ゥ
と
俳
句
を
み
み
続
け
て
き
ま
し

た
。
旬
一
肢
は
す
で
に
川
｜
年
を
M
唱
え
、
こ
れ
ま

で
に
詠
ん
だ
旬
は
、

一
力
旬
以
上
に
。
昭
和
問

十
七
年
か
ら
は
、
朝
日
町
に
お
い
て
句
会

「怖
」

を
主
宰
し
て
い
ま
す
。

「
十
七
文
千
の
中
に
あ
ら
ゆ
る
現
象
を
詠
み

込
む
こ
と
が
旬
の
魅
力
で
し
ょ
う
か
の
怖
を
始

め
た
こ
ろ
か
ら
、
ハ
り
の
む
ず
か
し
さ
や
深
み
、

重
み
と
い
う
も
の
が
少
し
ず
つ
見
え
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
静
か
に
語
り
ま
す
。

「
作
句
の
根
本
態
度
は
、
先
入
観
を
抱
か
ず
、

か
ま
え
な
い
こ
と
。
客
観
写
生
一
に
徹
し
、
平
明

で
余
似
の
あ
る
旬
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
い

う
松
合
さ
ん
、
こ
の
ト

一
川
二
十
三
臼
の

「闘

の
細
道
」
紀
行
三
百
年
記
念
あ
さ
ひ
俳
句
大
会

の
実
行
委
員
長
も
務
め
る
な
ど
、
寸
七
文
字
の

世
界
は
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

おひつ じ座

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
雰
囲
気

「小
さ
い
こ
ろ
か
ら
興
味
が
あ
っ

た
イ
ラ
ス
ト
が
、
仕
事
と
し
て
で
き

る
」
と
、
富
山
美
術
工
芸
専
門
学
校

か
ら
、
市
山
市
内
の
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
H

プ
ッ
シ
ュ

・
ピ
ン
H

に
入
社
、

今
年
が
三
年
向
。
現
在
、
ポ
ス
タ
ー

や
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る

印
刷
物
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
手
が
け

て
い
る
彼
女
、
仕
事
に
は
「
満
足
」
し

フ＠ツシユ・ピン

0型 ＊星座名貧血液型

犬家族構成父 ・母

大勤務地

て
い
る
も
の
の
、
制
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

一日

が
凶
下
の
悩
み
の
タ
ネ
だ
と
か
。

一問

自
称
、
マ
イ
ペ
ー
ス
人
問
。
「
ニ

一四

れ
か
ら
も
、
あ
ま
り
欲
ば
ら
ず
に
白

一四

分
に
人
い
っ
た
も
の
を
選
択
し
て

い
き

一四

た
い
」
と
ほ
ほ
え
み
ま
す
。

一向

「
趣
味
は
テ
ニ
ス
と
ガ
ラ
ク
タ
ゥ

一向

ぽ
い

小
物
や
出
物
の
収
集
か
な
」
と

一叩

笑
う
彼
女
、
ア
ン
テ
ィ

l
ク
な
雰
同
一
間

気
の
中
に
も
軒
献
な
セ
ン
ス
が
光
る

一一

「
さ
わ
や
か
さ
ん
」
で
す
。

一嗣

向
包喝さλ

月山の狩昔進・康子夫妻の

長女 涼子（りょうこ）ちゃん（ 6歳）

次女 綾子（あやこ）ちゃん（ 4歳）

三女純子（じゅんこ）ちゃん（｜歳）

我
が
家
の
三
人
姉
妹

お
や
つ
パ
パ
（
三
じ
の
パ
バ
）
に
な
っ
た
の

が
例
年
六
月
。
以
来
、
我
が
家
は
、
に
ぎ
や
か

な
ζ

と
こ
の
上
な
し
。
そ
れ
も
三
人
姉
妹
。
男

二
（
父

・
私
）
に
対
し
、
女
「
札

（吋

・
↑帝京

・
一ニ
人

娘
）
e

圧
倒
的
に
ア
マ
ゾ
ネ
ス
家
映
で
あ
る
。
し

か
も
、
二
階
に
上
が
れ
ば
男
は
私
一
人
。
身
の

出
き
所
も
な
い
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
相
手
も
い
な
い
我
か
家

で
は
あ
る
が
、
「お
父
さ
ん
、
お
帰
り
な
さ
い
」

の

十
吉
に
、

一
日
の
疲
れ
も
ふ
っ
と
び
、
つ
い

ニ
ン
マ
リ
。
「
あ
あ
、
こ
の
子
た
ち
を
拘
て
て

ほ
ん
と
に
よ
か
っ
た
」
と
感
慨
も
ひ
と
し
お
。

長
女
、
涼
子
六
歳
。

い
た
っ
て
陪
版
。
や
さ

し
さ
が
持
ち
味
。
次
女
、
綾
千
四
議
。
二
つ
上

の
姉
に
ラ
イ
バ
ル
意
織
を
燃
や
す
。
そ
し
て
三

女
、
純
子
土
成
。
た
だ
今
、
我
が
家
の
お
姫
さ

ま
。
我
が
家
の
三
人
姉
妹
。

こ
の
チ
ら
が
健
康

に
、
そ
し
て
す
く
す
く
と
成
長
す
る
こ
と
を
願

う
の
み
で
あ
る
。

カザ7悌登場
。
結
婚
の
日

平
成
元
年
七
月
八
日

。
交
際
期
問
。

約
三
年
伝
か
月

。
出
会
い

二
人
の
山
会
い
は
、

三
午
前
の

一
一片
十
五
制
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
の
翌
日
の
こ
と
。
当
時
、
パ

ー

ソ
ナ
ル
無
線
を
や

っ
て
い
た
信
也

さ
ん
が
、
無
線
友
達
か
ら
い
利
介
さ

れ
た
の
が
巾
件
さ
ん
で
し
た
。

「年
の
4
4
ι

（五
つ
述
い
）
を
感

じ
た
」
と
い
う
も
の
の
、
最
初
に

会
っ
た
そ
の
日
か
ら
千
里
浜
、
出

山
空
港
、東
福
寺
針
自
然
公
園
と
、

し
っ
か
り
一
臼
デ
ー
ト
を
楽
し
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

。
プ
ロ
ポ
ー
ズ

し
父
際
中
は
、

「単
で
行
け
る
よ

う
な
所
は
ほ
と
ん
ど
阿

っ
た
」
と

い
う
二
人
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
も
ド
ラ

．．． 暗闘咽関同副司同．岡田値目鳳

墨ゐB三命
あさひ ~ 

住参
ぱんぱ

馬場宏さんと福井アヤミさ

んは、滋賀県の観光パス会社

のドライパーとガイドさん。

越中境パーキングで一息入

れていたお二人に、朝日町を

語；ってもらいました。

｜
｜
今
U
は
ど
ち
ら
か
ら
。

馬
場

き
の
つ
滋
賀
県
を
山
て
、

松
本
で
一

泊
。
今

H
は
こ
れ
か
ら

砺
波
へ
寄
っ
て
帰
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
速
道
路
が
で
き
て
本
当
に
便
利

に
な
り
ま
し
た
ね
。
以
引
ま
て
ru

吋
附
ほ
ど
で
行
け
ま
す
か
ら

ね
。
お
か
げ
で
、
新
山内
十刀
両

へ
も
お
客
さ
ん
を
乗
せ
て
よ

く
行
き
ま
す
e

も
ち
ろ
ん
、

越
中
段
パ
ー
キ
ン
グ
に
も

ι

ち
計
り
ま
す
よ
（
笑
）
C

｜
｜
帆
日
町
の
感
想
は
。

福
井

小
川
と
山
が
と
て
も
き

れ
い
で
す
ね
。
そ
れ
に
は
柿
の

美
し
さ
が
印
象
的
な
町
だ
と

思
い
ま
す
。
と
に
か
く
封
色

は
駐日円向
。
気
持
ち
も
安
ま
り

ま
す
。
お
客
さ
ん
に
も
人
気

い
か
あ
り
ま
す
よ
。

馬
場

弘
は
例

U
町
に
泊
ま

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

輔柳田・ー

ha
 
イ
ブ
中
の
こ
と
。

「
こ
ん
な
僕
で

よ
か

勺
た
ら
、
結
時
し
よ
う
か
」

と
い
う
信
也
さ
ん
の
訂
民
に
、
山

行
さ
ん
は
無
言
の
ま
ま
首
を
コ
ク

リ
：
・。
山
会
い
の
時
に
あ
げ
そ
こ

な
勺
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
以
上
の
開

リ
物
を
信
也
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
O

L
年
の
犯
の
こ
と
で
し
た
。

。
近
況
ァ
日
分
の
世
界
を
大
切
に
す
る
」

信
也
さ
ん
と
「山
風
な
タ
イ
プ
」
の

由
来
n
さ
ん
で
す
が
、
二
人
の
モ

ッ

ト
ー
は
「
お
江
い
の
人
怖
を
前
寸
前

し
あ
う
こ
と
」
だ
と
か
ω

結
納
し
て
ま
だ

ニ
か
川
あ
ま
リ

で
す
が
、
同
一
般
は

「
マ
イ
ホ
ー
ム

建
設
」
と
、
将
米
設
計
も
ハ

γ
チ

り
の
ふ
め
つ
ふ
め
つ
カ

ッ
プ
ル
で
、す
。

っ
た
こ
と
は
あ
リ
ま
せ
ん
が
、
よ

く
通
り
が
け
に
食
事
を
し
ま
し
た
。

タ
ラ
汁
や
民
付
ワ
カ
メ
な
ど
食
べ

物
が
お
い
し
い
町
で
す
ね
。
景
色

も
い
い
し
、
川
良
も
あ
る
と
か
で
、

結
防
、
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
町

だ
と
思
い
ま
す
む

｜
｜
削
日
間
に
ひ
と
こ
と
。

福
井

全
体
と
し
て
は
い
い
町
だ

と
思
い
ま
す
が
、
ガ
イ
ド
の
い斗州
場

か
ら
言
わ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
、
レ
削
？

を
止
め
て
、
お
客
さ
ん
に
見
て
も

ら
う
ポ
イ
ン
ト
み
た
い
な
も
の
が

少
な
い
よ
う
な
れ
が
し
ま
す
。

馬
場

ポ
イ
ン
ト
が
な
け
れ
ば
、

結
局
は
通
過
す
る
問
に
終
わ
っ
て

し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

a
司、今
度
は
ゆ
っ
く
り
朝
日
町
を
回
っ
て

み
た
い
し
と
馬
場
さ
ん
と
福
井
さ
ん
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フ
b

一フ
ω
ク

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
＠

ル
に
は
今
一
歩
で
す
が
、
今
年
の

郡
体
で
は
団
体
準
優
勝
を
勝
ち
と

っ
た
ほ
か
、
他
の
大
会
で
も
ク
ラ
プ

員
が
好
成
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
は
、

初
心
者
や
年
配
の

万
ま
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

楽
し
さ
を
知
り
、
試
合
で
の
何
と

も
い
え
な
い
緊
張
感
を
味
わ
え
ば
、

間
違
い
な
く
あ
な
た
も

「
テ
ニ
ス

大
好
き
人
間
」
に
な
る

ハ
ズ
で
す
。

「テ

ニ
ス
を
や

っ
て
み
た

い
な
」

と
思
う
人
は
、
ぜ
ひ
総
合
体
育
館

を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
毎

週
木

・
土
叫
日
の
午
後
七
時
半
か

ら
練
刊
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
緒
に
テ
ニ
ス
を
や
り
ま
せ
ん
か
。

楽
し
い
合
宿
な
ど
も
あ
り
ま
す
よ
。

連
絡
宮
m

l
0
8
5
5川
上
ま
で
。

企いい男tf~ぞろい。ピックマンの面々

Man 

マン

い
っ
し
ょ
に

や
ら
ん
ま
い
か
い

ラ
ケ

ッ
ト
を
持
っ
た
こ
と
も
な

い
初
心
者
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
ス

タ
ー
ト
し
た
、
私
た
ち
の
「
ピ
ッ

ク
マ
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
は
、も
う

す
ぐ
結
成
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。

ク
ラ
ブ
員
は
ト
代
か
ら
四

十
代
ま
で
、
そ
し
て
初
心
者

か
ら
上
級

E
mま
で
と
脳
出

い
メ
ン
バ
ー
が
顔
を
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。
名
前
が
良
く
な

い
の
か
、
制
力
ば
か
り
の
ク
ラ

ブ
（
決
し
て
女
性
が
嫌
い
な

訳
で
は
な
い
の
で
す
。）
で
、

妻
子
持
ち
の
多

い
こ
と
も
特

徴
の

一
っ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

仕
事
に
家
庭
に
忙
し
い
中

に
あ
っ
て
、
テ
ニ
ス
を
通
じ

て
仲
間
っ
く
り
わ
与
’
る

一
万、

公
式
試
合
な
ど
に
も
償
極
的

に
参
加
。
世
界
四
大
タ
イ
ト

広
報
ク
イ
ズ
③

問

題

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
全
間
正
解
の
人
の
・
中

か
ら
、
抽
選
で
三
人
の
五
に
テ
レ

ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す

ま

た

、
特
え
の
ほ
か
、
今
月

の
特
集
や
広
報
あ
さ
ひ
へ
の
ご
意

凡
な
ど
を
山
き
添
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
ホ
い
で
す
。

紙
上
．
K
れ
を
希
叫
h

す
る
山
叫
ん
H

は、

そ
の
骨
を
は
っ
き
り
と
書
い
て
く

だ
さ
い
。

ム
H

あ
て
先

〒
蜘
l
m
w
朝
日
町

道
卜

i
1
3
3
器
地

問
U
町
役

場
内
侍
九
広
報
係
ま
で

A
H

締
め
切
り
は
、
川
川
、同
U
で
す

会
的
固
め
当
還
者
は
、
コ
ロ
コ
ロ

さ
ん
（
ロ
段
）に
決
ま
り
ま
し
た
お

な
お
、
先
け
の
広
報
ク
イ
ズ
の

問
題
の
っ
ち
、
①
の
。
の
数
千
は

「八
卜
一

ご

の
誤
り
で
し
た
u

お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す

i ( I~両院に ， 昭和60, 61年の

2年lllJ，初代泌尿器t利i民民と
してイ1:H：しました。その後，iYi
・J'i.1'i'/により当科医師が2凶代
わり，大変ご迷惑をおかけし

ました。今後1；：，医師交代の

チ定はなく ．安心して通院い

ただけるむのと思います。

さて， 今回は排尿llt~＇.：，t;: (Iぷ

がt'llずらいζ と）についてill

べます。皆隙は冬場に主人が

i!!! I iJj・て制lれたと L、う訴をIHJい
たニとカfあると，思います。こ

の原lklとしては排尿障？？が少

なくありません。尿がHIずら

いのに，ふんばりすぎるため、

Jli込や心臓に｜年寄を生じるため

です。排尿｜埠害が生じる）｝；（I大｜

として，色々な薬（tin.圧を，，.

げる必のー音I＞，心臓の楽，か

ぜ薬など） の副作用，措＇＊~1ii,

神経の耐え，男性では，詰ljil

腺と L、う臓提の病気 （炎抗、

j肥大~，j:， ガン ） が原凶となる

ことが多くあります。

11立jι ：2.（こ架くなってきま
したが，i記所で倒れないため
にも次のような症状のある人

は，泌11K~ii:科への受診をおす

すめします。

l . hとをするときに出始めま
でH、＇il!llがかかる。 2. いつよ

でも，だらだらと以がi:Hて．
きれが！/lf;~ 、 。 3.尿のにおい

がくさい。 4. 尿の色がY~＇；；：；

でみる。 5.孜．問，3白以上

便所に起きる。 6.以をした

後も．まだ残った感じがする。

①

9
月
定
例
議
会
は
何

H
削
聞
か

れ
た
か
？

③

9
け

問

⑮

ω
H問
。

u

H
U
U
H
 

②
代
ぷ

・
一
般
質
問
で
は
何
件
の

質
問
が
あ

っ
た
か
？

＠

日

件

⑮

ぬ

件

。

お

件

③
泊
駅
か
ら
泊
環
状
線
ま
で
の
区

山
川
＋
A
F

？
・

＠
日
メ
ー
ト
ル
⑬
九
メ
ー
ト

ル

。
例
メ
ー
ト
ル

（
2
P
1
5
ド
の
談
会
ど
よ
り
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
J

〔
応
募
方
法
〕

カ
は
が
き
に
答
え
の
記
号
（
例
①

ー
＠
、
②
ー
⑮
、③

l
O
）、住
所
、

－
平
成
元
年
目
月
号

。



わ
り

十
月
四
目
、
中
沖
知
事
の
「
ま
ち
ま
わ
り
」
が
朝
日
町

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
は
、
昭
和

五
十
八
年
と
六
十
年
に
次
ぎ
、
ム
フ
回
、
か
三
回
目
。

こ
の
目
、
午
前
十
時
に
朝
日
町
を
訪
れ
た
知
事
は
、
午

後
四
時
す
ぎ
ま
で
町
の
い
ろ
い
ろ
な
施
設
な
ど
を
視
察
し

た
ほ
か
、
多
く
の
方
々
と
幅
広
く
交
流
。
ふ
れ
あ
い
を
通

じ
て
朝
日
町
の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
晃
て
回
り
ま
し
た
。

っlit
1::. 

こ
の
日
午
前
中
、
町
営
住
宅
桜
町

団
地
の
建
設
現
場
を
皮
切
り
に
、
ス

ー
パ
ー
農
道
の
工
事
現
場
を
回
つ
疋

知
事
は
、
蛭
ハ
合
自
治
会
館
で
は
「
ふ

れ
あ
い
対
話
」
を
。
地
元
の
人
た
ち

と
「パ
タ
パ
タ
茶
」を
飲
み
な
が
ら
、

な
ご
や
か
に
受
流
を
深
め
ま
し
疋
。

そ
の
後
、
棚
山
フ
戸
ミ
リ
｜
ラ
ン

ド
を
視
察
し
疋
知
事
は
、
欄
山
荘
で

町
の
議
員
の
皆
さ
ん
と
思
震
を
と
り
、

懇
談
会
に
出
席
、
多
く
の
要
望
な
ど

に
熱

ωに
百
を
か
だ
む
け
ま
し
だ
。

午
後
か
ら
は
、
大
家
圧
農
事
生
産

組
合
や
境
海
岸
の
護
岸
工
事
現
場
な

ど
を
固
つ
だ
あ
と
、
特
養
ホ
ー
ム
「育

磯
苑
L

を
訪
問
。

「リ
ハ
ビ
リ
友
の

会
し
の
会
員
な
ど
と
に
こ
や
か
に
受

流
を
行
う
な
ど
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔

を
残
し
、
町
を
あ
と
に
し
ま
し
芝
。

h
F
「
い
や
あ
、
ム
フ
臼
は
一
日
密
着
取
材
さ
れ
ち
ゃ
っ
た

な』

と
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ま
ん
さ

く
」
の
婦
人
た
ち
と
ー
ー
ま
ち
ま
わ
り
を
終
え
て

－
で
き
ご
と
あ
し
ら
せ

⑪

政
流
警
報
に
注
意
を

朝
日
小
川
ダ
ム
建
設
事
務
所
か
ら

現
夜
、
小
川
上
流
に
建
設
中
の

川
初
日
小
川
ダ
ム
は
、
ぃ
米
年
半
ば
に

完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
十
月
三
十

一
日
か
ら
、
ダ
ム

に
水
を
貯
め
る
地
点
が
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
ダ
ム
は
、
ダ
ム
上
流
部
に

大
き
な
雨
が
降
っ
た
時
や
融
雪
時

に
ダ
ム
貯
水
池
に
水
を
貯
め
て
、

一
定
量
の
水
し
か
放
流
し
な
い
「
自

然
調
節
方
式
」
の
ダ
ム
で
す
。

し
か
し
、

山
水
調
節
を
行
う
際

に
、
ダ
ム
か
ら
た
く
さ
ん
の
水
が

出
る
場
合
や
、
川
の
水
位
が
急
に

よ
る
場
合
を
考
、
え
て
、
川
沿
い
の

十
一
か
所
に
警
報
装
置
が
設
寵
し

て
あ
り
ま
す
。

放
流
を
す
る
場
合
は
、
放
流
警

報
を
放
送
し
ま
す
か
ら
、
川
の
中

に
入
っ
て
い
る
人
は
、
す
く
川
か

ら
上
が
り
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
近
く
の
人
は
川
の
巾
へ
入

ら
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
川
地
区
畜
産
共
進
会

十
月
十
一
日
、
魚
津
家
畜
市
場

で
新
川
地
区
畜
産
共
進
会
が
開
催

さ
れ
、
朝
日
町
か
ら
は
次
め
方
々

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

肉
用

乳

牛

優

等

小

沢

孝

宏

一
等

水
野
甚
之
輔

一
等

秋

山

時

制

未

経

産

豚

優

等

愛

場

由

男

肉

豚

優

等

西

川

重

成

五
山
州
，叶
ピ
、

｜町長のひとりごと｜

10月10日は「体育の日」。こ

れは，東京オリンピックの開

会式め日にちなみ制定された

日ですが，あれからすでに25

年。時の流れの早さをつくづ

く感じます。

ところで， 10月8日（日）は，

地区の運動会を開催されたと

ころもあったとか。示Lの｛主む

泊三区でも大運動会が行われ

ましたが，早朝の晴天とはウ

ラハラに，競技が始まったこ

ろから雨息が早くなり，とう

とう中止になりました。やは

り運動会は，青空の下で気持

ちよくやるのが一番ですね。

この日はまた，大変来い日

でしたが，立山一帯では，断

続的な吹雪となり，8人もの

登山者の尊い生命が失われる

という大惨事が起きました。

自然をせく見てはいけないと

いうことを痛感させられた出

来事でした。

きて， 10月から恒例の‘明

日の朝日を考えよう 町長と

話す集い。を開催しています。

町民総参加の町政を推進して

いくためにも，皆きんの多くの

声をお聞きしたいと考えてお

ります。気軽に参加願います。

ふるさと創生のl億円につ

いては，町民の方々からいた

だいた28件の提案に，庁内の

地域づくり検討委員会からの

18件と私のアイディア14件，

合わせて60件の中から 8件に ．

絞りました。 12月ころに発表

する大詰めにきております。

－
平
成
元
年
刊
月
号
⑪



e>朝日町社会福祉↑刺殺会は．
皆さんと共に地域の徳社向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

会83-0576

福
祉
は
あ
っ
た
か
い

第
泊
回
朝
日
町
社
会
福
祉
大
会

m月
日
日
、

制

H
町
一
杭
祉
セ

ン

充

実

雌

化

タ
ー
で
、
関
係
者

2
5
0
人
の

vι宅
一
川
社
の
推
進
に
不
可
欠
と

参
加
を
得
て
、
第
幻
自
朝
日
町
社
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
ら

会
制
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

に
推
進
す
る
た
め
、
ポ
ラ

ン
テ
ィ

大
会
で
は
、
以
年
に
わ
た
り
川
ア
セ
ン
タ
ー

η
の
允
%
強
化

到
し
て
こ
ら
れ
た
福
祉
功
労
話
回

V
臨
ん
川
者
の
社
会
参
加
を
促
進
す

人
の
京
将
と
、
町
問
地
坪
セ
功
労
る
た
め
の
以
抗
の
快
備
と
地
策
の

行

2
人
に
町
以
感
調
状
、
仰
い
ぷ
飢
光
夫
強
化

行
へ
多
．
執
の
寄
付
を
さ
れ
た
犯
人

V
児
攻
め
他
会
育
成
を
さ
ら
に
近

お
よ
び
長
年
融
紘
し
て
谷
附
を
さ
め
る
た
め
、
児
主
ク
ラ
ブ
等
の
川

れ
た

5
人
の
打
々
に
感
謝
状
が
附
仙
の
允
尖
強
化

ら
れ
ま
し
た
。

v
t
人
の
生
き
が
い
を
高
め
る
と

続
い
て
、
大
会
心
円
，
一
言
お
よ
び
大
と
も
に
、
痴
呆
性
老
人
、
ね
た
き

会
決
議
が
満
場
の
拍
子
で
は
択
さ
り
主
人
等
の
安
岐
品
主
人
の
耐
社

れ
た
あ
と
、
黒
部
愛
児
保
育
園
長
施
策
の
充
実
強
化

t

，a喝

の
山
石
井
忠
澄
さ
ん
か
ら
「
共
に
今

福
祉
功
労
者

（
敬
林
略
）

を
生
き
る
」
と
題
し
て
講
泌
が
あ

V
町
社
会
制
祉
協
品
会
長
い
い
な

w

り
ま
し
た
。

維
の
木
グ
ル
ー
プ

（
ボ
ラ
ン
テ

大
会
決
議
要
旨

ィ
ア
出
動
）
、
市川
田
竹
松
（
乏
人

V
地
域

M
祉
の
発
展
を
凶
る
た
め
ク
ラ
フ
的
動
）
、
仙
名
不
ト
パ
（
身

社
会
悩
祉
協
議
会
の
活
動
法
強
の
体
附
持
者
協
会
的
動
）

、

mm川
山

d長01~型店店加杉 ~ ，＿容~ ~ ~~型 g.f 1111111111111111 tr3 ! [§1朝日町社会福祉大会
川： R i丹 、！屯や藤 社，F ulOC II 委 i丹、は 'fl! llllllllillllllナ1 ll 

広告11111111'1• 111111 I • II f .-l lllT動水夫す善 会 ~ .l-:t !Ii1J水 Z・＇.I; llllll1l• lllllL I ~ ll 
夫以）山（チ d; 持） ペ出）仏三思州ift ll' i~i ~1 • ふ I ~I 

ー リI~ ~ 祉 、H 山動 、ミ ~IY. 市勺害 I I ~ I守！ 司 W i II 
」母 老 Ill. 品別 名 ·~1i~ ,I 11 , l 九 F S’ ~1 :ii 三 、，： i主育 叩）水ヨ（刊 JJ!il1l11l 1ldil I ・ ~ 

岐 イク r入 手げ ） 戸、，1；，•，・吋 ff 州I l l1llll 1ll l ll~量一一’ ti 
原 ラ拍 2 I~~ 勝、 y 水 二了 史 l l lll ll l l l l lll l HL-掴： 4
不 民ブ主フ， 議義，~（l，千島義 ljiJl 制五 組l幽刷竪理理下車齢ム ι

ι 云 J 会 ~ dt ，－－. 忠 ~ i史祉 E 司骨骨皿岨f

ヅj 叫制 長II 辺こ英民若会むJ，砿置司掴睡3轟司包iτ
叶.l11 ~ .._, 表 ） ( 、 ( :I:. i也i円 、企「共lこ舎を生きるJと題して、岩井葱澄氏ガ記愈続演

．れ
川
ド
パ
ハ
化
越

（
邸
境
州
中
功
労
）

善
意
銀
行
賛
助
者

（多
制
．
般
附

託
）v．町
山
内
ぷ
銀
行
名
件
均
恒
u
k
悠
訓

熊
川
本
、
午
刑
政

一
、
（有

）松

似
呉
服
店
、

近
必
す
ぐ
る
、
永
井

川
、
谷
門
部
犬
、
能
向
友
行
、
日付

口
刷
、
平
崎
川
以
子
、
大
谷
宇
心
、

広
崎
勇
昭
、
ぷ
牒
岡
良
半
、
小
川
建

設
工
業
（
株
）
代
表
取
締
役
同
間

三
郎
、
山
中
不
二
犬
、

古
江
か
っ

ゑ
、
朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

大
久
保
友
雄
、
野
沢
征
人
、
肝
出

仙
千
、
大
久
保
出
占
、
山
千
法
一

、

松
田
市
一
一
縦
、
山
崎
袋

一
、
川
端
久

山
、
鍛
治
は
な
、

同
問
弘
、
氷
見

14
・T
、・・
1

41
v
h
v
tJ
、
，u
s
t

’vhv
’・、

，lh
h

．t，
H
引
φ
1
t
f
H
J
t
・｛
白
血
間
十
”

i

長
谷
小
ぶ
、
水
－
M
熊
次
郎
、
．h
m．…克

也善
意
銀
行
賛
助
者

（以
年
航
続
．

般
制
託
）

．M
谷
士
業
所
従
業
員
一
同
、
制

H
町
ぃ賄
工
会
山
年
部
、
制

H
町
抑

制
愛
好
会
、

佐
田
よ
い
、
桑
守
叩

一UU賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
非
集
し
て
い
る
町
社

協
の
時
助
会
民
に
次
の

H
々
か
ら

加
入
巾
込
み
が
あ
リ
ま
し
た
ら

（敬
礼
朴
略
）

道
川
利
問
、
制
波
由
松
、
小
山

柏市
川
一
郎
、
中
仏
み
つ
ゑ
、
竹
内
広

－
ふ
く
し
の
窓

＠

作
、
以
件
V
A
儀、

・以
井
史

一
、
折

符

一
巳
、

μ井
正
紋
、
小
川
機
先
快
…

小
塚
み
ど
り
、
長
作
品
川
弘
、
村
上

彩
、
以
上
日
名
げ

U

（
叩
け

U
U

税
λ
れ

）

V
申
し
込
み
は
、
町
内
問
当
民
生

委
以
ま
た
は
町
社
会
悩
社
協
議
会

へ
。あ
り
が
と
う

あ
た
た
か
い
志

朝

日

町

善

意

銀

行

（
9
月

u
g
i
川
月
叩
日
）

水
山
熊
次
郎
さ
ん
か
ら

5
0
0
0
0
内

‘’ 
ι，.，， 
』5ι－vと

く
名
さ
ん
か
ら

－v川
水
町

3

0
、
0
0
0
円

休
岐
点

一
さ
ん
か
ら

、

l

’i
H
J
内

J
A
q
Q
U
l

..,.9月20日、町内の38老人クラブの皆さんガ 「従会
~f士の白J として、 公園などの清帰を行いました。

委理
求人験極 年障害

賃金｛円）
性別
就業湯所 採用 資繕経験

番号 休 日 人数 免 2午 有事

車産売員
20::r-140,000-

9号
朝.；自 誉通自動車免Z午

30才 200,000 日、徒、他
2 
.字以よ

2 
さ〈弁及 18才ー 170,000- 草月．道下

ぴ見習 45才 270,000 男 3 普通自動車免鈴
目、

3 担E 械 18才ー 120.000- 男
務．月山

t且立ヱ 40才 200,000 目、
不 問

4 製かんヱ 16才ー 110.000- 男 朝．草野 普通自動車免t干40才 200,000 目、祝
2 

5 マイクロパス 不問 自給 男
入．上野 大型遮転免併

運転手い→） s.ooo 8-99寺半、14時半ー
目、彼 16崎町2回

6 チェッカー 18才ー 112,900～ 女
朝．，召f畢

30才 115,000 他、（月6悶）
2 jf,：卒程度

7 百担科助手 18才ー 110,000 女
紛.；白 出来れば

30才 目、 守兄 歯科術由主土

8 事E 母 30才』 121.200- 女 草月．：自 夜勤勤務可能者
40：宇 150,000 交替制 話筒、パート可能

9 事量 f量 40:t- 135, 500 女 朝．束事野 普通自動車免符
45才 目、 他

10 事務員 18才ー 時~ 500 女
朝．道下 高卒以上

｛パー ト） 45才 目、 9時ー13時

町
営
住
宅
入
居
者

朝
日
町
桜
町
同
地
一
柿
位
宅
の

人
肘
訴
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
戸
数

i
一戸

入
居
期
日

ロ
月

l
g

募
集
期
間

日
月
同
日

i
m
n

家
賃

（月
組
）
3
3
、
0
0
0
門

平成元年｜｜月分

らしの情報室

ホット求人情報

敷
金
3
か
円
分
）

ま
た
、
現
在
、
向
陽
町
団
地
、

桜
町
凶
地

（
二
間
住
宅
｝
に
は
空

部
尿
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
主
部
um

が
山
た
判
明
人
川
、
人
川
を
希
川
ー
す
る

人
を
拡
出
し
ま
す
。

募

集

期

間

口

川
叩

H
1
m
u

家
賃
（
月
飢
）
向
陽
町
同
地

2
2
、

0
0
0
円
、
拡
師
団
地

（二
傾
住

屯
）
3
U
、
0
0
0
円

な
お
、
入
um
資
柏
、
巾
し
込
み

ト
刀
法
等
に
つ
い
て
は
、
役
場
建
設

課
（
宮
内
線

1
1
8
）
へ
問

い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

’89 
健い
康き
フい
エき
スあ
テさ
イ ひ
J、
jレ

合『求人情舗一覧表，bニ・利用下さい．｛商工観光線力ウンターに議示｝
官〈わしい二とc：.魚~公共恥織安定所伺自分玄含82-0198へお問い合わせ＜tごさい．

日
月
比

H
川
、
約
い
き
い
き
あ

さ
ひ
他
版
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
役

場
で
問
慨
し
ま
す
。
当

H
は
、
が

ん
検
診
や
成
人
病
下
防
の
た
め
の

健
康
食
の
展
ぷ
、
小
中
学
生
の
他

康
ポ
ス
タ
ー
展
な
ど
を
行
う
ほ
か
、

午
後

1
時
ぬ
分
か
ら

4
階
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
精
神
科
医
め
府
政

茂
木
氏
の
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
と

題
す
る
品
演
会
も
開
催
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
多
数
の
参
加
を
。

年
末
調
整
説
明
会

魚
川
税
務
将
で
は
、
今
年
も
年

末
訓
悼
の

A
明
会
を
次
の
と
お
リ

行
い
ま
す
。

な
お
、
当
U
は
会
場
で
年
末
訓

摂
関
係
の
書
一
級
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
関
係
者
は
必
ず
出
席
し
て

く
だ
さ
い
。

場
所

役
場
4
階
大
ホ
j
ル

教
ヨ~
同

講

演
A
Q

一
A

リ山
地
収
公
民
館
述
絡
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
教
行
品
副
会
を

刷
出
し
ま
す
。
多
数
の
参
加
を

日
時

日
川
叩

H
川

午

後

7
時

l

，、3
L
r
n
u
k
J

－

〈

〈

U
い
つd
A
ノ

川
判
円
町
中
央
農
協
会
館

3

場
所

｜；皆

ホ

Jレ

講
師

H
本
政
治
作
家
協
会
会

U

本
内
哲

f
氏

演
題

「
一
言
葉
は
心
を
育
て
る
』

「
奥
の
細
道
」
紀
行

三
百
年
記
念
あ
さ
ひ
俳
句
大
会

州
臼
町
に
は
、
俳
明
也
舷
…
が
越

中
で
詠
ん
だ

「
早
稲
の
舎
や
分
け

入
る
む
は
布
機
小
川
」
の
句
僻
が
あ

り
ま
す
が
、
今
年
の
「
山
内
の
制
道
」

紀
行
二
行
年
を
・
記
念
し
て
、
次
の

と
お
り

「
あ

さ

ひ

俳

句

大

会

を

開
陥
し
ま
す
。

日
時

日
川
口

uω
午
後

i
時

場
所

役
場
4
階
大
ホ

l
ル

記
念
講
演

（
午
後

I
時
ぬ
分
）

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人

伊
雌
柏
京
氏

れ

リ

一
お
年
寄
り
の
医
療
制
度

l
a

、
一

川
政
以
卜

こ

定

の

限

ー
ー
ド
一
去
の
あ
る
人
は
何
段
以
上
）

必

』
一
に
な
る
しr

「
主
人
川
陣
地
制

ト

ド

一
山

由
に
上
リ
、
お
一
臥
打
さ

げ
副
ツ

一
ん
に
み
て
も
ら
う
こ
と
に

山

川

ぃ↓
な
リ
ま
す
ν

u
bv

m哉
の
ほ
止
U
の
制
川円

か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

生
日
の

H
に
山
政
当
者
に
お
知
ら
せ

し
、
位
以
子
似
と
科
的
交
給
行
一A

を
交
付
し
ま
す
＠

主
人
医
療
の
場
介
は
、

ニ
の
千

帳
と
受
給
官
一
社
に
川
町
康
保
険
被
保

険
者
証
を
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
へ

提
出
し
て
診
て
も
ら
う
、

」と
が
必

要
で
す
。

増
え
続
け
る
老
人
医
療
費

在
人
医
山
市
制
度
で
は
、巾山
心
省
宇

人
の
負
制
一
は
通
院
の
場
合

1
か
月

8
0
0
円
、
入
院
は

l
H
4
0
0

円
で
す
。

在
人
．
K
保
代
は
、
h
H

川
附
化
に
よ

り
耐
火
を
も
っ
年
齢
肘
が
刷
、
え
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
年
々
M
m
大
し
て

い
ま
す
。
（
朝
日
町
の
明
和
臼
年

度
の
主
人
医
療
官
主
出
納
阿
倍
1

干
2
0
3
万
円
）

－
平
成
元
年
刊
月
号
＠



－
く
ら
し
の
情
報
室

⑪

演
題

「芭
停
の
身
辺
」

な
お
、
当
日
は
投
句
が
な
く
て

も
山
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、

当
日
投
句
も
受
け
付
け
ま
す
。
ご

気
軽
に
参
加
を
。
詳
細
等
に
つ
い

て
は
教
育
委
員
会
（宮
内
線
3
6
4
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

一
日
財
務
事
務
所
開
催

高
山
財
務
事
務
所
で
は
、
税
や

財
政
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
生
の
戸

を
聞
こ
う
と

「
一
日
財
務
半
務
所
」

を
開
催
し
ま
す
匂
気
軽
に
参
加
を
。

日
時

日
月
羽
田
附
午
後
1
時

初
分
i
3
時
却
分

場
所

役
場
4
階
大
ホ
ー
ル

詳
し
く
は
役
場
企
画
財
政
課
（
宮

内
線

2
1
2
）
ま
た
は
富
山
財
務

事
務
所

（
2
0
7
6
4
1
泣

l
5

5
2
1
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

4
・a－叫

什

制
吋
副
司汁
Hn

観
光
名
刺
の
ご
利
用
を

町
で
は
観
光
P
R
の
一
坊
と
し

て
、
観
光
名
刺
の
台
紙
を
作
り
、

次
の
と
お
り
販
売
い
た
し
ま
す
。

師
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
を
。

種
類

（
4
極
矧

・
カ
ラ
ー
写
真
）

③
燃
え
て
い
る
物
や
病
人
の
答
態

な
ど
様
子
を
知
ら
せ
る
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

「
お
と
な
り
に
、あ
げ
る
安
心
火

の
始
末
」
を
全
同
統

一
際
認
に
、

日
片
9
日
か
ら
同
日
ま
で
の
一
週

間
、
秋
の
全
同
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
火
災
の
発
生
し

や
す
い
時
期
を
迎
え
、
火
の
始
末

に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
期
間
中
は
、
午
前
7
時

と
午
後
9
時
の

2
回
、
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
し
ま
す
。
こ
住
意
・
を
。

ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
o

v山
崎
小
学
校
後
援
会
さ
ん
か
ら

山
崎
小
学
校
へ

8
ミ
リ
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ

一
式
と
リ
ラ
グ
ロ

ッ
ケ
ン

1

A観光名刺｜まカラーで4種類

小
作
料
は
相
互
（
地
主
と

耕
作
者
）
の
話
し
合
い
で

納
得
し
た
額
に

当
町
に
お
け
る
標
準
小
作
料
は

上
表
の
と
お
り
て
す
。

こ
の
傾
は

近
年
の
農
業
下
怖
の
大
き
な
変
化

を
受
け
て
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
、

平
成
元
年
分
か
ら
三
年
間
は
、
こ

の
額
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
各
地
域
に
は
、
従
来
か
ら
の
出

慣
や
、
特
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
貸
し
手
、
借
り
手
に

お
い
て
燃
準
小
作
料
を
目
安
に
そ

れ
ぞ
れ
協
議
し
、
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
小
作
料
の
舗
を
設
定
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て

は
、
朝
日
間
農
業
委
員
会

（役
場

内
宮
内
線
2
3
0
）
へ
。

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
二
年
用

「
お
年
玉
付
年
賀

は
が
き
」
は
、
十
一
月
二
日
附
か

ら
、
次
の
組
制
を
発
売
し
ま
す
。

・
寄
付
金
な
し
（
引
円
）

－
寄
付
金
付
絵
入
り

（
必
円
）

地
方
版

「
立
山
と
雷
鳥
」
、
全
国

版
「千
両
に
紅
ひ
わ
」
、
「
実
南
天
」

東崎雅美、加藤由美子、島田

武、梅津佳代、長津由美子、

鳥端明、佐渡利樹、水島茂伸、

出建京子、杉田しのよ、橋本

美川nf、土井良忠、松本慶子、
水井裕美、犬同助、松沢正美、

長井秀一、竹中文紀、折小八M勝

己、長沖獅彦、伸、川淳一、中

山山一、末l一典子、坂山牒小織、

－M叩英、山州内摩利チ、狭間美
香、坂東香里奈、徳竹真美、

村上賢情、横山秀男、魚津孝

義、清水保、横谷一人、五箇

庄地区女浜川朗、安西村龍則、

＊永井靖裕、－R越板真司、佐

渡茂、津井智美、窪田菊太郎、

舘日日英、犬四裕子、金沢大、

古川江志信、水野身江子、高田

映手、大久保太郎、草山文夫、

回Tの工事発注状況 <9月1日～9月30日〉

工 司王 名 場所 完成予定 請負会主n 業名 f旦当課

団体営林道舗装事業
笹川 1 l月 13.802,000 

小川建設I.業 農村、
烏帽子山線 _c ~p;. 株式会 u水産課
朝日間テeィサービスセンター 'f・1.£2 Jj'. 

50,882司000折俗工務 i;r;住民総
新築工ε戸建築 主 体工事 3月

’f i自
ill 気 エ 司壬

II 5,09お，500 1反策定機尚会 II 

II 
j白

事長式会社
給排水1紙生冷暖房設備j工務

II 17.664.500 
氷見工業 r~i·

II 

ヒ
ス
イ
海
岸

・
朝
日
岳

・
不
動
堂

遺
跡

・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

販
売
基
準

則
枚
単
位
で
販
売
（般

紙
ご
と
叩
枚
単
位
で
の
組
合
せ
可
）

販
売
価
格

制
円
（
削
枚
）

申
込
先

役
場
商
工
観
光
諜

・
朝

日
町
商
工
会

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
商
工

観
光
課
（
宮
内
線
1
1

8
）
へ
。

標
準
小
作
料
が
改
訂
に

料（10品川平成元年10月出T

農地区分 小作料の額 f笥 要

回の部 ｜ 29,000内 IOa当り s3ok9 
の 収量

田の部2 23 ,400門 II SJOk<J 

田の部3 15,800門 II 480k<J 

田の部4 9,600内 ／／ 450k守

出この標準小作nには、士飽己主良工事費は生産貨として
算定してあり ませんe

日
月
9
日
は
「
1
1
9
番
の
日
」

川
番
は
、
火
事
や
救
急
な
ど
の

と
き
の
舶
み
の
綱
と
な
る
ダ
イ
ヤ

ル
で
す
。

「
あ
わ
て
ず
、
早
く
、

正
確
」
に
、
次
の
こ
と
に
心
が
け

て
か
け
て
く
だ
さ
い
。

①
火
事
か
救
急
か
を
知
ら
せ
る
。

膨

②
町
名
、
番
地
、
目
標
物
な
ど
場

岨

所
を
く
わ
し
く
知
ら
せ
る
。

清野良一、折戸克幸、浜川ぃ呉

紀南保地区谷地元寿枝、

松原孝培、山本優子、近藤純

子、井亜紀子、山崎地区女佐

藤腐f、占R鹿熊忠司、女長田
弘明、渡辺倍、久我口稔、長

沖治美、水野大輔、七沢英知H

f、川端山川犬、鹿熊紀了、七
沢純一、七山茂治、水野英知H

4J大家庄地区＊林正時、女

東英徳、村上将、加納秀明、

山阿久刷、必回純f、小川美
由紀、叩一一仲井智奈美、水野元子、

森川紫、小川滝子、山岡雄次、

松田一成、冨岡達信、山間敏

彦、藤田朋子、山崎洋子、背

木博美、青木隆（以上川名）

＊ご協力ありがとう

ございました。

生活必需品価格
10月号（毎月JO日現在調査） 単位：同

口Eコ同 名
平均価格

10 月 前月比 前年間月比

ガ ソ ／ 

110 石 （併売 leJ + 1 ＋ 4 

地｜ 灯 i1l1 

（配達18e) 842 +45 + 54 
製

ロ L p it ス
2.386 +44 + 166 lllJ 

( 5 rn•) 

台所 m 洗剤l
257 -12 ＋ 9 日 （中｜全洗剤1J600me)

用
ティシュペーバー

153 一守 十 12 (400枚紙箱入り ）

玄ヨ トイレ γ トペーバー
322 +35 ＋ 5 ロロ

( lill:~lt ロール 4 fl·~組）

食 ／ ~ ／ 

（普通品6枚人1)) 
175 。十 5 

ー守 一ー ぇr ／ 

力日 (450 g l紛）
:344 十27 ＋ 17 

工
しょ う 川IJ

495 + 3 ＋ 16 ( 1 . 8€ ピ ン入り ）

食
サ ラ ダ i~I

289 -30 -- 20 
｛「fリ容器700g入り ）

目回n と ウ ．々、．、
おl 。＋ 2 

（もめん l了）

三下 才L
2:35 +11 ＋ 7 (led .~ ク入り ）

必十 ｜勾
391 。＋ 11 （斗i肉もも100g) 

豚 ｜勾
l持｛） 。＋ 12 生 （中肉もも100g) 

柔島 ~／l 
ITi' - 1 + 34 

員手 (Mサイズl0fl51)

王 ね き’
258 +36 32 （普通品 lkg) 

＋ 

食 ｛まれし、 し よ
（普通品 lkg) 

211 + 2 - 31 

目回n キ ヤ ，、、' 、ソ

（普通品 lkg) 
172 +32 - 201 

人 ~ 
4Hl -10 + 86 （普通品 lkg) 

くらしの情報室

作標準小台
（

2
8
8
、
0
0
0
円
相
当
）

V
宮
崎
め
不
破
リ
ン
さ
ん
か
ら
宮

崎
小
学
校
へ
図
書
室
椅
子
8
脚
（
1

0
0
、
0
0
0
円
相
当
）

協
力
者
名
（

9
月
実
地
分

大
印

は
棚
J

刷
、
そ
の
他
は
加
川
献
血
者
）

境

地

区

水

山
欣
也
、波
辺
宇
久
、

水
島
忠
明
、
水
島
正
代
、

宮
崎
地

区
＊
水
島
清
信
、
岩
崎
奈
美
、
岩

崎
H
口
代
、
金
チ
忠
、
水
品
尚
美
、

笹
川
地
区
大
竹
内
重
之
、
折
口
九
口
信

恵
、
泊
地
区
女
怯
岡
二
三
男、

大

中
村
健
志
、
女
古
沢
消
光
、

占R
杉

回
誠
、
女
内
山
正
、
－R
北
山
充
、

大
入
謄
哲
也
、
－R
松
田
浩
二
、
女

長
谷
宏
、
－R
居
波
正
士一
心
、
追
分
隆

志
、
舘
美
智
代
、
ル
勝
沢
美
映
子
、

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館

l

新

し

本

い

二

般
書）

細
川
議
六
獄
中
調
書
森
川
金
寄

女
却
此
は
生
き
方
微
妙
ど
き

は
ら
た
い
ら

L
の
に
け

熱

い

嵐

篠

竹

幹

夫

：・

す

L

笑
っ
て
よ
、
北
極
点
和
泉
雅
子

指

差

し

時

認

木

内

み

ど

り

時
め
過
ぎ
ゆ
く
ま
ま
に田
中
翼
紀
子

和
っ
こ
の
金
メ
ダ
ル

日
本
放
送
出
版
協
会

（小

説）

完
全
犯
罪
研
究
室

人
斬
リ
剣
奥
儀

ラ
ッ
フ
ル
ズ
ホ
テ
ル

C
の
悲
劇

海
岸
列
車

部
依
の
雨

凹宮夏付津田
辺本木上本良
型部 三
子耀2子首位 ｜場郎

上
下

・・・・・a・‘省首両面協

晴樹歯醒＂＂＇・－・圃

本

の

「
三
岸
節
子

I~ 紹
林 2介
！寛

子

三洋節チ修躍のi1E

y

・1
林
寛
子

天
才
、
三
世
・
好
太
郎
と
の
出
会

い
と
結
婚
。
新
し
い
愛
と
再
度
の

別
れ
を
通
じ
て
深
い
芸
術
性
を
獲

得
し
て
ゆ
く
女
流
画
家
の
人
生
。

＊
れ
ん
げ
読
書
会

日
時

日
月
8
日
（
水
）

午
後
1
時
却
分

i

福
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
室

「
時
の
筏
」
加
必
幸
子

会
場
テ
キ
ス
ト

＊
え
る
ふ
の
会

日
月
日
日
附

午
後
l
時
ぬ
分
1

会
場

凶
批
判
航
児
市
主

－
ご
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
‘ざ
い
ま
し
た
。

「
桝
円
問
伝
説
集
」清原
為
M

ち
さ
ん

※
館
内
結
即
んの
た
め
特
別
休
館
い

た
し
ま
す
。

日
月
比
日

ω1日
月
間
日
間

・
平
成
元
年
刊
月
号
＠

日
時
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「
大
臣
、

う
れ
し
い
顔
が
見
え
る
よ
う
で
す

｜
｜

「
味
の
ふ
る
さ
と
便
」
第

二

便

発

送
｜

｜

好
評
を
同
し
て
い
る
「
味
の
ふ

る
さ
と
便
」
の
第
二
仰
は
、
州
日

町
自
慢
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新
米
と

金
糸
ウ
リ
の
か
す
漬
け
。

ふ
る
さ
と
の
味
を
年
四
国
に
分

け
て
送
る
こ
の
ふ
る
さ
と
使
、
今

年
も
東
京
、
名
古
屋
を
中
心
に
北

は
北
尚
道
か
ら
雨
は
沖
縄
ま
で
、

農
家
は
が
ん
ば

て
い
ま
す
」

つ

ー
ー
ー
農
林
水
産
大
臣
が
「
大
家
庄
農
事
生
産
組
合
」
を
視
察

l
l

農

政

へ

の

不

信

が

高

ま

っ

て

い

こ

の

日
、
庄
川
町
の
般
も
み
地

る
な
か
で
、
九
月
二
十
七
日
、

鹿

設

を

視

察

し

た

大
臣
は
、
断
波
山

肝
燥
林
水
産
大
臣
が
農
家
の

「
生
と
宇
奈
月
町
で
農
家
と
懇
談
し
た

の
声
」
を
聞
こ
う
と
高
山
県
を
訪
あ
と
、
集
落
営
農
の
先
進
地、

削

れ
ま
し
た
。

国
町
大
家
庄
の
農
事
生
産
組
合
を

訪
れ
ま
し
た
。

弓
野
久
和
組

合
長
な
ど
か
ら
、

地
区
あ
げ
て
の

集
落
営
燥
の
兵

剣
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明

を
受
け
る
一
方
、

転
作
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
生

産
者
の
窮
状
を

4

司
伊
援
事
務
局
長
の
説
明
を
受
け
る
鹿
野
大
臣

広報係で会は，News&Topics 

伝介束三i1f!HJJ

~Si右束三i111mr

究ず大記

長女恒手lj加中市出f

真すも・ Jl!!ヶII:

愛加盟 jI 山

手[I~l H円 1·irn~

TI:閉山j 出

来：歩 j上知的

美円 j上岩崎

i有里朱山1fi!.f位

t＼大 三枚怖

玲奈川j川祈

明
日
の
朝
日
を
考
え
よ
う

ー
町
長
と
話
す
集
い
始
ま
る
｜

町
長
が
弁
地
区
を
川
リ
、
町
民

の
桁
さ
ん
の
生
の
戸
を
お
附
き
す

る
「
町
長
と
話
す
集
い
」
が
、
十

月
六
日
の
境
地
区
を
皮
切
り
に
始

ま
り
ま
し
た
。

明
H
の
制
U
を
み
ん
・
な
で
巧
、
え

る
こ
の
来
い
、
卜

一
川

i
川
日
（
市

保
地
区
）
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

ぷ認毒事・こ
やかに

出

山

男

女

一
長

二

「
日
出
づ
る
町
」

所北
H

一U
－」州
，十
七
町
づ
く
リ
、

J4
Jl
i
L
｜

l
J
u
u
，
 

人
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
朝
日
町

海
外
派
遣
交
流
事
業

「新
世
紀
の

兜
」
の
出
発
式
が
十
月
十
二
日
、

J
R
山
駅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
が
初
め
て
行
う
こ
の
中
業
、

125・

’

K
女

男

久

女

女

k

m力

長

長

二
二
・
公

以

二

v
k

長女

大村勉

野「日 ：1·~

7片山イ1↑I-

折谷正；部

小林正光

水u-tm
下回j主総

土井禿史

亦川）~： 1リl

山本手：！来

初11；甥i1'H;~ 

Jj：本弁自1；う犬

山11q：鋭機

会
同
二
百
四
十

一
人
の
会
員
に
朝

日
の
味
を
お
開
け
し
て
い
ま
す
。

ト
殺
に
続
く
第
二
便
に
は
、
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
球
似
ゃ
し
ゃ
も
じ
の

ほ
か
、
ふ
る
さ
と
の
ニ

ュ
ー
ス
な

ど
も
一
緒
に
し
て
発
送
。

第
三
促
は
十
二
月
。
イ
ノ
ブ
タ

や
ワ
サ
ビ
な
ど
を
送
る
予
定
で
す
。

訴
え
る
戸
に
メ
モ
を
と
る
な
ど
、

熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
組
合
の
作
業
施
設

な
ど
を
見
学
し
た
大
臣
は
、
実
際

に印
刷
刈
リ
を
し
て
い
る
山
ん
は
に

入
っ
て
ぷ
を
聞
く
な
ど
、
現
場
の

u
p
を
胸
に
帰
京
し
ま
し
た
。

の
使
者
海
を
渡
る

「
新
世
紀
の
翼
」
韓
国
へ

｜

｜

今
闘
の
訪
問
先
は
お
隣
の
問
、
林

凶
。

こ
の

H
、
午
前
八
時
三
十
分

に
泊
駅
を
出
発
し
た
魚
沖
町
長
、

税
旧
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す

る
中
学
生
判
人
、
山
い
同
校
生
二
人、

一一般
間
人
と
教
ん
い
ら
ム
リ
わ
せ
て
十

．4
人
の
一
行
は
、
そ
の
白

の
う
ち
に
大
阪
主
港
か
ら

ソ
ウ
ル
の
金
浦
空
港
に
到

指
し
ま
し
た
。

ソ
ウ
ル
で
立
、
庇
叫
日

本
人
学
校
や
オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
ス
タ
ジ
ア
ム
、国
立
博
物

館
な
ど
を
見
学
し
た
後
、

町
企
業
と
問
述
の
あ
る
特

陸

u
f州
工
場
を
悦
案
。

ま
た
、
鹿
川
で
は
仏
国
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稲
刈
り
が
ま
を
使
っ
た
よ

ー
南
保
小
で
稲
刈
り
｜

十
月
三
日
、
南
保
小
学
校
の
児

童
八
十
六
人
が
、
「
勤
労
体
験
学

者
旧
」
の
稲
刈
リ
を
行
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
世
話
を
し
て
き
た

約
a
ハ
ア

i
ル
め
出
ん
ば
に
は
、
カ

グ
ラ
モ
チ
と
い
う
口
川
間
の
稲
が
政

金
色
に
成
長
。

家
に
田
ん
ぼ
が
あ
る
子
が
大
半

と
は
い
え
、

か
か
ま
H

を
手
に
し

た
こ
と
か
あ
る
了
は
数
え
る
ほ
ど
。

教
問
先
生
ら
に
子
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
、
片
な
が
ら
の
千
刈
り

に
引
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
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女
性
の
気
持
ち
を
声
に

ー

郡

婦

人

意

見

発

表

大

会
｜

婦
人
に
対
す
る
社
会
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
な
か
、

「
心
の
時

代
と
婦
人
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に

郎
の
婦
人
意
見
発
表
大
会
が
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

凶
十
回
を
迎
え
た
こ
の
発
表
会

に
は
、
若
い
お
母
さ
ん
か
ら
お
孫

さ
ん
を
お
よ
っ
た
ご
婦
人
ま
で
、

約
三
百
人
が
参
加
。
各
地
区
の
代

表
十
人
の
発
表
に
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

帳、
丸ー

つ
や
引っ
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首．牛 m
る・： M
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ff 
幾
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い
ち
に
ち
、お
ま
か
せ

ー
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
起
工
l

一
似
た
き
り
の
お
年
寄
リ
ら
を
一

日
受
け
入
れ
、
入
浴
や
給
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
行
う
朝
日
町
デ
イ

・

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式
が

卜
月
九

H
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
特
養
ホ
ー
ム

有
機
先
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
、

米
年
三
月
に
完
成
の
予
定
で
す
。
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み
合
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
日
本
一
と
い
わ
れ

る
だ
け
あ

っ
て
、
一
歩
も
ゆ
ず
り
ま
せ
ん
。
村

の
人
た
ち
ゃ
旅
の
人
々
も
足
を
止
め
、
「
が
ん
ば

れ
甲
斐
」
、
「
が
ん
ば
れ
嶋
連
」
と
声
援
を
送
り

ま
す
が
、
組
み
合
っ
た
二
人
の
勝
負
は
っ
き
そ

V日の出を合図｜こ「ガキツ」と組み合つだ＝人I~· ーー
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
や
が
て
太
陽
も
西
に
沈

み
、
タ
閣
が
二
人
を
包
み
ま
し
た
。
見
物
の
人

々
も

一
人
去
り
、

二
人
去
り
し
て
い
つ
の
間
に

か
み
ん
な
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ

と
に
は
、
ガ
ッ
チ
リ
組
み
合
っ
た
「
巾
斐
」
と

「
鳩
連
」

h

，－
。

，
人

の
二
人
の
彫
だ
け
が
残
っ
て

い
ま
し

次
の
日
の
朝
、
川
原
の
二
人
は
相
変
わ
ら
ず

組
み
合
っ
た
ま
ま
で
す
。
片
方
が
押
す
と
、
片

方
が
押
し
返
し
、
押
し
つ
押
さ
れ
つ
、
こ
の
日

も
勝
負
が
つ
か
な
い
ま
ま
日
が
暮
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
見
て
い
た
人
々
も
、
さ
す
が
に
夜
に

な
る
と
み
ん
な
家
へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

さ
て
、
次
め
臼
の
朝
、
勝
負
を
楽
し
み
に
川

原
へ
か
け
つ
け
た
人
々
は
、
朝
の
光
め
中
に
、

組
み
合
っ
た
ま
ま
の
二
人
の
力
上
が
何
か
に
吸

い
込
ま
れ
る
よ
う
に
大
空
へ
上
が
っ
て
い
く
の

を
見
ま
し
た
。
人
々
の

「あ
れ
よ
、
あ
れ
よ
」

と
い
う
驚
き
の
声
を
よ
そ
に
、
高
く
高
く
上
が

り
、
つ
い
に
大
杢
の
彼
方
へ
消
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
二
度
と
川
原
へ
現
わ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

力
い
っ
ぱ
い
戦
い
、
つ
い
に
．
大
へ
判
っ
て
し

ま
っ
た
こ
人
の
力
士
の
供
養
に
と
、
人
々
は
州

原
に
二
本
の
黒
松
を
柄
、
ぇ
、

革
を
弔
っ

た
と
い

う
こ
と
て
す
。

こ
の
二
本
の
松
は

「
鼻
．
大
の
松
」
と
呼
ば
れ
、

今
で
も
山
牧
町
地
内
に
現
存
し
て
い
ま
す
。

今月のモデル協力者

今月の撮影場所

今回のJ最影場所は，「朝日小

川タoム」の下流です。

このダムは．堤高84メート

ル，堤取長260メー トル，総ft1'

水量が528万立）Jメー トルの

重力式コンクリートダムで，

洪水調節iや発電などを目的と

する多目的ダムです。

昭和59年に着工， 62年に

は定礎式が行われたこのダム．

今年の10月31日からj甚水を開
始し、いよいよ来年の半ばに

は完成が予定されています。

－
平
成
元
年
刊
月
号
⑪

V

「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て

行
き
か
ふ
年
も
又
旅
人
な
り
」。
松

尾
芭
蕉
が
四
十
六
歳
の
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
年
）
の
三
月
、
門
人

の
河
合
曾
良
を
伴
い
、
政
泊
の
旅

に
出
て
か
ら
、
今
年
が
ち
ょ
う
ど

三
百
年
目
。
V
あ
ま
り
に
も
有
名

な
こ
の
芭
蕉
の
「
奥
の
細
道
」
、
む

か
し
読
ん
だ
文
庫
本
を
本
棚
の

奥
か
ら
引
っ
張
り
出
し
、
ペ
ー
ジ

を
め
く

っ
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は

聞
き
党
え
の
あ
る
旬
い
か
あ
ち
こ
ち

に
：
。
な
か
で
も

「
早
稲
の
脊
や

分
け
入
る
右
は
有
磯
海
」
の
句
は
、

朝
日
町
に
も
そ
の
句
碑
が
残
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
よ
く
学
校
の

授
業
な
ど
で
も
側
聞
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

V
こ
の

「俳
盟
」

と
称
さ
れ
る
芭
蕉
め

「輿
の
細
道

紀
行
三
百
年
」
を
記
念
し
て
、
去

る
十
月
十
九
日
、
山
形
県
鶴
岡
市

で
、
「
奥
の
細
道
サ
ミ

ッ
ト
」
が
聞

か
れ
ま
し
た
が
、
今
月
の
二
十
三

日
に
は
、
朝
日
町
で
も

「あ
さ
ひ

俳
句
大
会
」
か
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
十
七
文
字
の
世
界
」
に
皆
さ
ん
も

遊
ん
で
み
て
は
い
か
が
て
す
か
。

世帯数 5.110(+2) 計 18.216(-17) 女 9638(-7) 男 8.578 （ー10)〔10月の人口〕


